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技術の詳細

NVセンターダイヤモンドは光検出磁気共鳴特性
(ODMR)を用いて磁気、電界、温度の検出が可能で
ある。

ODMRを用いるためには、①励起光源 ②磁気共
鳴を起こすマイクロ波源 ③ダイヤモンドセンサ
④センサからの蛍光を検出する検出器が必要となる。
特に検出部であるダイヤモンド基板部にマイクロ

波を効率良く、安定して印加できることが重要であ
る。
本技術は、
NVセンターとその駆動に必要なマイクロ波導
波路を同じダイヤモンドに実装するものであ
る。NVセンターを有するダイヤモンド上に、
高濃度にホウ素をドープした高導電性ダイヤ
モンドのエピタキシャル薄膜をパターニング
することで、マイクロ波の誘導路を形成した。
ホウ素ドープダイヤモンドは通常のダイヤモ
ンドと同様に、機械的・化学的に安定である
ため、経年劣化や形状変化せず、高温・低
温・高圧力などの極限環境でも安定動作する。
さらにエピタキシャル薄膜であるため、NVセ
ンターデバイスごと酸洗浄するなどして、半
永久的に使用することができる。
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